
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ９ ０ 号 

２ ０ ２ ５ 年  

秋 号 

お知らせ 

事務 横田 

お願い 
 

★ 診察では、‟もしもし„と‟お口の中„をみます。 

診察前に飲食すると吐くことがありますので、ご遠慮ください。 

★ お帰りの際に靴の履き間違いが増えています。 

当院では責任を負いかねますので、くれぐれもご注意ください。 

9/1よりインフルエンザの予約を開始しました。  

予約方法は当院予約サイトまたは 

ホームページをご覧ください。 

 

 

お子さんの症状、病気、発達相談など検索した際に情報が表示され、 

安心して通えるよう提供していきたいと思います。ぜひご覧くださいね。 

また、こんな事を取り上げてほしい、こんな事を知りたいなどありましたら 

スタッフまでお声がけください。 

 

～ 健やかな成長を ～ 

みなさん 当院のホームページをご覧になったことはありますか？ 

より多くの患者さんに必要な情報が届けられるよう発信しています。 

 

どんな情報が表示されているの？ 

◎ お知らせ………………最新のお知らせになります。 

◎ 予防接種のお知らせ…おすすめするワクチン、供給が不安定なワクチンなどが確認できます。 

◎ 一般診療………………診療時間のご案内、受診時のお願い、院長プロフィールもあります。 

◎ 予防接種・健診………一般的なスケジュール、各種ワクチンのこと、健診内容など 大切なことを記載しています。 

◎ ネット予約……………Web予約画面になります。 

予約・受診の仕方をよく読んで来院してください。 

◎ 病気や育児について…こどもの病気・おねしょ・吃音・ケガなど 気になる内容が満載です。 

◎ 休日当番医……………中讃地区の休日当番医を掲載しています。 

 

他の情報も掲載しています 

★ 『にこにこ通信』は、年４回【春号・夏号・秋号・冬号】発行しています。 

病気のお話や、子育てに役立つ情報をスタッフがお届けします。 

冬号では“院長の話”が掲載されるのでお楽しみに。 

★ 『本日の感染症』では、当院の毎日の感染症の流行状況を更新しています。 

９月２０日現在は、コロナ、RS、りんご病が増えていますが、当院では皆様に安心して 

受診いただけるよう、感染症対策に努めています。 

★ 『リンク集』は、救急に関すること（こんな時どうしたらいいの？など）参考にしてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、ＲＳの患者様が増えています。特に乳幼児の方では重症化する場合があり注意が必要です。 

以下に、ＲＳウイルスとは何か、どんな症状が出るか、予防のポイントをまとめました。 

ＲＳウイルスってどんなウイルス？  

◆ ＲＳウイルスの感染による呼吸器の感染症です。何度も感染と発病を繰り返しますが、生後１歳ま

でに半数以上が、２歳までにほぼ１００％のお子さんがＲＳウイルスに少なくとも１度は感染する

とされています。ＲＳウイルスは主に接触感染と飛沫感染で感染が広がります。 

通常ＲＳウイルスに感染してから２～８日、典型的には４～６日の潜伏期間を経て症状が出ます。 

◆ 初感染乳幼児の約７割は鼻水などの上気道炎症状のみで数日のうちに軽快しますが、約３割では咳

が悪化し、喘鳴、呼吸困難などが出現します。早産児や生後２４か月以下で心臓や肺に基礎疾患が

ある小児や生後６か月以内の乳児は重症化するリスクが高く、特に注意が必要です。 

◆ ＲＳウイルスは季節性があり、従来は秋から冬にかけて流行する経傾向がありましたが、２０２１

年以降は春～初夏から増え始め、夏にピークを迎えるパターンが続きました。２０２５年は、流行

時期に変化の兆しがあり７月以降に増加し、９～１０月に流行ピークが予想されるとの指摘があり

ます。現在ＲＳウイルスは従来の秋～冬型の季節性に回帰しつつある可能性があり、引き続き注意

が必要です。 

どんな症状に気をつける？  

はじめは … 発熱、鼻水・鼻詰まり、咳 など、よくある風邪のような症状です。 

その後、重くなると… 

・ゼーゼー、ヒューヒューという喘鳴（呼吸の時の音） 

・呼吸が速い・苦しそう、胸がへこむような呼吸 

・食事やミルク、水分がとりにくくなる       など 

予防のポイント  

◆ 水と石けんでの手洗い、うがい 

◆ 手やおもちゃ、身の回りの消毒（アルコールや塩素系） 

ＲＳウイルスは乳幼児に多い感染症として知られていますが、高齢者の肺炎の原因にもなります。 

お子さんや高齢者の方を感染症から守るために、家族や周囲のおとなもしっかりと予防しましょう。 

 

 

 

ＲＳウイルスについて 

２０２４年から、ＲＳウイルス感染症を予防する新しいワクチン「アブリスボ」の利用が始まっています。 

 

「アブリスボ」は、ＲＳウイルスによる重症の呼吸器感染症を防ぐためのワクチンです。 

妊婦さんが接種することで、お母さんから赤ちゃんへ抗体が移り、生後すぐからＲＳウイルスに対する 

予防効果が期待できます。 

★ 接種対象：妊婦さん（妊娠 24～36週）⇒赤ちゃんを生後６ヶ月頃まで守る効果 

６０歳以上の方      ⇒重症化予防に有効 

★ 接種回数：１回接種で完了します。 

★ 金  額：３万円 

当院で妊婦さんの接種も行っています。 

ご希望があれば、詳しくご案内いたします。お声がけ・ご相談ください。 

ＲＳウイルスを予防するワクチンについて 

厚生労働省 

RSウイルスに関するQ＆A 

看護師 林 

大切な赤ちゃんを 

ワクチンで守りましょう 


